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本稿において，空間はすべて可分距離空間であるとし，写像は連続であるとする．

空間 (Z,d)とA,Bc Zに対して， Aが Bから取り外し可能であるとは，任意の

c:>0に対して，ある f:A→Zが存在し f(A)n B = 0かつ任意の xEAに対して

d(f(x), x) < Eをみたすときにいう．取り外し可能でないとき，取り外し不可能である

という．股m のn次元アフィン部分空間のことを n次元アフィン平面という．（本稿に

おいては，平面という用語が必ずしも 2次元空間や (n-l)次元空間を表すわけではな

いことに注意．） e1,...,emを股mの標準基底としたとき， Le野れがn次元座標アフ

ィン平面であるとは，ある ei1'...'eiれと pE股m に対して L= p+span(e紅，．．．，eぃ）

と表せるときにいう．股m の部分集合 Aが余次元 nであるとは，その次元がm-nで

あるときにいう．コンパクト連結距離空間のことを連続体という．連続体は，それが
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2つの真に小さい部分連続体の和として表せないとき，分解不可能であるという．コ

ンパクト距離空間は，その任意の部分連続体が分解不可能であるとき，遺伝的分解不

可能であるという．写像 f:X→Yが埋め込みであるとは， f:X→f(X)が位相同

型写像であるときにいう．

1937年， Chogoshviliは次のような主張をした．

主張 1.1(Chogoshviliの主張，［3],1937). m ~ 1とする．任意の n次元（〇;;n;; m) 

コンパクト空間 X e股m に対して，余次元 nのあるアフィン平面 Le股m が存在し，

X はLから取り外し不可能となる．

さらに Pontrjaginにより，主張 1.1におけるアフィン平面は斜めに傾いていないも

のでとれる，と指摘された．

主張 1.2(Chogoshvili-Pontrjaginの主張，［3],1937). m ~ 1とする．任意の n次元

（〇;;n;; m)コンパクト空間 Xe野m に対して，余次元 nのある座標アフィン平面

Le股m が存在し， X はLから取り外し不可能となる．

Chogoshviliは次元の特徴付けに関連した問題として，本来はいずれの場合におい

ても X を股m の任意の部分集合として主張したが， 1953年， SitnikovがX がコンパ

クトでない場合に主張 1.1が成リ立たない例を構築した ([17]）．一方で X がコンパ

クトの場合については，主張 1.2は長年にわたって正しいものと思われていた．（特

に， m;;3の場合については実際に正しかった．）しかし 1980年代後半， Daverman,

Dranishnikov, Polがそれぞれ独立に Chogoshviliの証明にはギャップがあることに

気付いた．そして 1993年には， Sternfeldにより主張 1.2が一般には正しくないこと

が示された．

定理 1.3(Sternfeld, [19], 1993). n ~ 2とする．このとき，遺伝的分解不可能な任意の

n次元コンパクト空間 Xに対して，ある埋め込み E:X→]Rm,m = (2~ご）（4n-1),

が存在し， E(X)は野m における余次元 2の任意の座標アフィン平面から取り外し可

能となる．

つまり，これは 2次元以上のかなり特殊な空間であれば，それは主張 1.2にした

がわないことを述べているのだが， 1998年，さらに驚くべきことに， Levinおよび
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Sternfeldは 3次元以上の任意のコンパクト空間が主張 1.2にしたがわないことを示

した．

定理 1.4(Levin-Sternfeld, [12], 1998）・ n；；； 3とする．このとき，任意の n次元コン

パクト空間 Xに対して，ある埋め込み E:X→股兄 m=（悶二『）（12n-7)，が存在し，

E(X)は町1 における余次元 3の任意の座標アフィン平面から取り外し可能となる．

Levinや Sternfeldはコンパクト空間を高次元空間に埋め込んで，その空間上で座標

アフィン平面から取り外すことを考えたが，それに対して Dranishnikovは， 1997年，

任意の m ；；； 4 と任意の 2~ k ~m ― 2 に対して，股m のな力汽団叶艮 1.1 の反例となる

k次元コンパクト空間を構成している ([5]）．主張 1.1,主張 1.2は一般には正しくない

ことを述べてきたが，一方で， n= 0, l, m -1, m のときは主張 1.2が成り立つことが

知られている ([11]).

さきほど述べたように， Levinおよび Sternfeldは3次元以上の任意のコンパクト

空間が主張 1.2にしたがわないことを示したが，空間 Xの次元 nに対して，埋め込

み先の Euclid空間の次元 m がかなり高いものとなっている（例えば， n=3のとき，

m = 609)．本稿では，定理 1.3，定理 1.4のその数値的な無駄を減らし改良した結果

について報告する．

2 準備

定義 2.1（デンドライト）．局所連結な連続体で単純閉曲線を含まないものをデンドラ

イトという．

集合 Sに対して，その濃度を固であらわす，また，空間 X とAcXに対して，

X における Aの内部を IntxA,X における Aの閉包を ClxA,X における Aの境

界を BdxAで表す．

定義 2.2（切断点，分岐点，端点）． D をデンドライトとする． cEDがDの切断点で

あるとは， D¥{c}が連結でないときにいう． Dの切断点全体の集合を CutDで表す．

一般の連結空間 Xに対しても切断点の定義は同じものとする．また切断点全体の集合



12

も同じく CutX と表す．

bE DがDの分岐点であるとは， bのある開近傍 UcDが存在して，開集合 VcD

で bEV CUとなるものに対して |BdDVI> 2が成り立つときにいう． Dの分岐点

はDの切断点である． Dの分岐点全体の集合を BrDで表す．

e EDが Dの端点であるとは， eの任意の開近傍 UcDに対して，ある開集合

VcDが存在して， eEV C Uかつ |B心 VI=1をみたすときにいう． Dの端点全

体の集合を E(D)で表す．

定義 2.3（関数空間）．空でないコンパクト距離空間 X と，距離空間 (Y,p)に対して，

C(X, Y) = {f I f : X→Yは連続写像｝

とする．また，

sup {p(f(x), g(x)) I x EX} (f, g E C(X, Y)) 

を考えると，これは C(X,Y)上の距離であり，上限距離という． C(X,Y)には上限距

離を導入する．各 EcX,FcYに対して，

BE,F(X, Y) = {f E C(X, Y) I f(E) n F = 0} 
とする．

定義 2.4.Yを距離空間， FcYを閉集合とする．このとき， B[o,1]叫F([O,1]叫Y)が

C([O, l]n, Y) で栂密ならば F を Y の Znー集合という．また， F' が Y の Zn—集合の可

算和であるとき， F'をYの(J"Znー集合という．

命題 2.5.X をコンパクト距離空間とし，（Y,p)を距離空間とし， E,Fをそれぞれ

X,Yの閉集合とする．このとき， BE,F(X,Y) C C(X, y)は開集合．

系 2.6.X をコンパクト距離空間とし， Yを距離空間とし， E,FをそれぞれX,Yの

Fa―集合とする．このとき， BE,F(X,Y) C C(X, y)はG8ー集合．

Yを完備とするとき C(X,Y)も完備となるので， Baireのカテゴリー定理より，次

がわかる．

系 2.7.n ~ 0 とし， Y を完備 ANR とする．このとき，閉集合 EcY が Zn—集合で

あることは，任意の n次元コンパクト空間 X に対して， Bx,E(X,Y) C C(X, Y)が

桐密開集合であることと同値である．また， Fa-集合 FcYが (J"Znー集合であること
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は，任意の n次元コンパクト空間 Xに対して， Bx,F(X,Y) C C(X, Y)が欄密 Goー集

合であることと同値である．

命題 2.8.n;:::; 0とし， X をコンパクト空間とし，そして， E をX における n次元

Fび―集合とする． Yを完備 ANRとし， FをYにおける erZnー集合とする．このとき，

厖，p(X,Y) C C(X, Y)は欄密鯰集合である．

次の定理から， erZn—集合と crZm—集合の直積がどのようなものになるかわかる．

定理 2.9.n,m;:::; 0とし， X,Yを完備 ANRとする．また， EをXの丑加集合とし， F

をYのcrZmー集合とする．このとき， ExFはXxYにおける crZn+m+lー集合である．

よって，任意の (n+m+l)次元コンパクト空間 M に対して， BM,ExF(M,XX Y) C 

C(M,X X y)は槻密位集合である．

命題 2.10.(X,d)を空間とし， EcXとする．このとき， EがX における Z。ー集合

であることは， EがX の疎な閉集合であることと同値である．

定理 2.9と命題 2.10より，次の系を得る．

系 2.11.n ;:::; 0 とし，｛Yt} 口＝＋11 を完備 ANR の族とする．各 l~i~n+l に
対して，且を Kの疎な閉集合の可算和とする．このとき， rrロ・11凡 はrrごi1x

における“な集合である．よって，任意の n次元コンパクト空間 X に対して，

Bx,nr!11 Ei (X, IT~i/ Yi) C C(X, IT~i/ Yi)は桐密俣集合である．特に， rr□i1Yt
における 1点集合はH□i1Xにおける Znー集合である．

3 Levinおよび Sternfeldの結果の精密化

本章では，次の安定値の議論を用いて主張 1.2を考える．

定義 3.1（安定値）． X をコンパクト空間， Y を空間とし， g:X→Y とする．この

とき， yE yがgの安定｛直であるとは， gに十分近い任意の h:X → Y に対して，

y E h(X)をみたすときにいう．

補題 3.2.m ~ 1とし， Xe股m をコンパクト空間とする．また， n= 0,1,...,mと
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する．このとき，次の 2条件は同値である．

(1) 余次元 nのある（座標）アフィン平面 Le股m が存在し， X はLから取り外し

不可能となる．

(2) ある n次元（座標）アフィン平而 L'c艮m が存在し， Pixが安定値をもっ．た

だし， P：股m →L'は直交射影とする．

この補題により，主張 1.1と主張 1.2はそれぞれ次と同値であることがわかる．

主張 3.3(Chogoshvili の主張）． m~ 1とする．任意の n次元 (0~ n ~ m)コンパク

ト空間 Xe町に対して，ある n次元アフィン平面 L'c野m が存在し， Pixが安定

値をもっ．ただし， P:茫m →L'は直交射影とする．

主張 3.4(Chogoshvili-Pontrjagin の主張）． m~ 1とする．任意の n次元（0~ n ~ m) 

コンパクト空間 Xe股m に対して，ある n次元座標アフィン平面 L'c股m が存在し，

Pixが安定値をもつ．ただし， P：野m →L'は直交射影とする．

L'c股m が座標アフィン平面のときは，直交射影 P ：野m →L'のことを単に射影

とよぶこともある．

定義 3.5.n ~ 0とし， X をn次元コンパクト空間とする．このとき， XがChogoshvili

の主張(Chogoshvili-Pontrjaginの主張）にしたがうとは，任意の埋め込み E:X→罠m

に対して，ある n次元アフィン平面 (n次元座標アフィン平面） L が存在し， PIE(X)

が安定値をもつときにいう．ただし， P：良m → Lは直交射影とする．

定義 3.6（写像の分解）． X,Yをコンパクト空間， Zを空間とし， h:X→Zとする．

このとき，ある f:X→Y とg:Y→ Zが存在し h= gofをみたすならば， hはY

を経由して分解されるという．

X 

＼／ 
h
 

Y 

Chogoshvili-Pontrjaginの主張が一般には正しくないことを示すためには，ある高

次元 Euclid空間への埋め込み E(X)C股m を考えたとき，任意の n次元座標アフィ
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ン平面 L'c野nに対して PIE(X):E(X)→L'が安定値をもたないことを示せばよ

い．さらに系 2.11より， PIE(X):E(X)→L'を(n-1)次元以下の空間を経由して

分解できれば十分である．

E(X) 
PIE(X) 

L'(dim= n) 

¥ 0 / 

dim:=:;n-1 

このことをふまえて， Levinおよび Sternfeldの結果をより正確に述べると次のよう

になる．

定理 3.7(Sternfeld, 1993). n ~ 2とし， X を遺伝的分解不可能な n次元コンパクト

空間とする．このとき，ある埋め込み E:X→罠圧 m= (2nn-1) (4n -1)，が存在し，

任意の 2次元座標アフィン平面 L'c艮m に対して直交射影 P：罠m →L'を考えると，

PIE(X): E(X)→L'が 1次元以下の空間を経由して分解される．

E(X) 
PIE(X) 

L'(dim= 2) 

＼口 ／／
dim :S: 1 

定理 3.8(Levin-Sternfeld, 1998). n ~ 3とし， X をn次元コンパクト空間とす

る．このとき，ある埋め込み E:X→恥m,m,=（盟二『）（12n-7)，が存在し，任意

の 3次元座標アフィン平面 L'C野m に対して直交射影 P:股m → L'を考えると，

PIE(X): E(X)→L'が2次元以下の空間を経由して分解される．

E(X) 
PIE(X) 

L'(dim= 3) 

¥。 /／
dim~ 2 
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上記二つの定理を改良する．

本章で用いる表記，用語で，まだ述べていないものを列挙する．

•写像 f に対して，その終域を codom fで表す．

• 1次元空間の直積X= TiiEAふ と A',A"c Aに対して,|A'I =nであるならば，

射影 P':X→TiiEA'ふは n次元であるという．また， A'nA"= 0のとき，射影

P':X→I1iEA1ふと P":X→TiiEA” ふは交わりを持たないという．

•デンドライト D がスーパーデンドライトであるとは， E(D) c Dが桐密である

ときにいう．

便宜上， X が空間のとき， xoとx-1は1点集合であるとする．また，｛Xふ:1が

空間の族のとき， TI~=l ふと I1：：＝＼ふは 1 点集合であるとする．

n,p,k,Sをn~ 2, 0 ~ p ~ n-2, 0 ~ k ~ n-p-1, S ~ (n-p-l)(p+2)+1をみ

たす非負整数とする．このとき， C(n,p,k, S), A(n,p, k, S), B(n,p, k, S), M(n,p, S), 

N(n,p, S), M'(n,p, S), N'(n,p, S) ENを次のように定める：

C(n,p, k, S) = (S-ntp+l) (n-r―1)' 

A(n,p, k, S) = (S -n + p + 1 -k)(p + 2) + 3k -1, 

B(n,p, k, S) = (S -n + p + 1-k)(p + 2) + 2k -1, 

n-p-1 

M(n,p,S)＝ L C(n,p, k, S)(2A(n,p, k, S) + 1), 
k=O 

n-p-1 

N(n,p, S) = L C(n,p, k, S)(2B(n,p, k, S) + 1), 
k=O 

n-p-1 

M'(n,p,S)＝ L C(n,p, k, S)(A(n,p, k, S) + 1), 
k=O 

n-p-l 

N'(n,p, S)＝ど C(n,p,k, S)(B(n,p, k, S) + 1). 
k=O 
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本章を通して，｛Dk,j,i}(k,j,i)EN3 
をスーパーデンドライトの族とする．また，任意

の (k,j,i) E炉に対して， m，ぃ＝艮とする．

次の結果は，定理 3.8の改良版である．

定理 3.9(Matsuhashi-Oshima-Tomie, [13], submitted). n ~ 3, 1 ~ p ~ n-2, S ~ 
S-1 

(n-p-l)(p+2)+1, 1 ~ q ~ max{j EN  I j ~ ~}とし， X を n 次元コンパ
n-p-1 

クト空間とする．任意の O~k~n-p-1 と，任意の 1 ~j ~ C(n,p,k,S)に対して，

-1 ~ rj ~ A(n,p, k, S)とする． M=TIに[-1(I1鸞p,k,S)(TI悶，p,k,S)-rJDk,j,i X 

2r~+l 
Hi=i 恥，j,i))とする．このとき，ある埋め込み E:X→閏が存在し， Mの任意の

q次元射影 Pに対して， PIE(X):E(X)→ codom Pは (p+ 1)次元以下のコンパク

ト空間を経由して分解される．

E(X) codom P (dim= q) 

¥ 0 / 

PIE(X) 

dim~ p+ 1 

系2.7,2.11と，定理 3.9より，次の系を得る．

系 3.10.n ~ 3, 1 ;;:; p ;;:; n -2, S ~ (n -p -l)(p + 2) + 1とし，任意の

〇;;:;k;;:;n-p-lと，任意の 1;;:;j;;:; C(n,p, k, S)に対して，ー1;;:;り;;:;A(n,p, k, S) 

とする． M = TIに〖―1(I1芦'p,k,S)(Il臼，p,k,S)-rJ Dk,j,i X n:j_+i豆，t)）とする．

このとき，任意の n次元コンパクト空間 X に対してある埋め込み E:X→ M が

存在し，｛P入｝入EAが開のどの 2つも交わりを持たない (p+ 2)次元射影の集合で

あり，各入€ Aに対して A入が codomP.入におけるび伶＋1-集合のとき， E(X)は

u入EAPい（ふ）から取り外し可能となる．特に，聞の任意の (p+2)次元射影 P と，

任意の zE codom Pに対して， E(X)はp-l(z)から取り外し可能となる．

系3.10において，任意の o;;:;k;;:;n-p-lと，任意の 1;;:;j;;:; C(n,p,k,S)に対

して，叶＝ A(n,p,k, S)とする．このとき，次の系を得る．

系 3.11.n ~ 3, 1 ;;:; p ;;:; n -2, S ~ (n -p -l)(p + 2) + 1とする．このとき，
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任意の n次元コンパクト空間 X に対してある埋め込み E:X→艮M(n,p,S)が存在

し，｛凡｝入EAが股M(n,p,S)のどの 2つも交わりを持たない (p+ 2)次元射影の集合

であり，各入 EAに対して A入が codomP.入における 0み＋1-集合のとき， E(X)は

u入EAp;l（ふ）から取リ外し可能となる．特に， E(X)は股M(n,p,S)における余次元

(p+ 2)の任意の座標アフィン平園から取り外し可能となる．

系 3.12.n ~ 3とする．このとき，任意の n次元コンパクト空間 X に対してある埋め

込み E:X→炉(n,1,3n-5)が存在し，｛P入｝入EAが良M(n,1,3n-5)のどの 2つも交わ

リを持たない 3 次元射影の集合であり，各入€ Aに対して A入が codomP.入における

(J"底集合のとき， E(X)はU入EAPい（ふ）から取り外し可能となる．特に， E(X)は

股M(n,1,3n-5)における余次元 3の任意の座標アフィン平面から取り外し可能となる．

注意 3.13. 任意の n~3 に対して，（3n-2
2n-1 ) (12n -7) = M(n + 1, 1, 3(n + 1) -5) > 

M(n,1,3n-5)となる．

系 3.11において， p=n-2かつ S=n+lとする．このとき，次の系を得る．

系 3.14.n ~ 3とする．このとき，任意の n次元コンパクト空間 X に対してある埋

め込み E:X→ 良2n3+5n-1が存在し，｛凡｝入EAが良2n3+5n-1のどの 2つも交わり

を持たない n次元射影の集合であり，各入 EAに対して A入が codomP.入における

(J"Zn-1ー集合のとき， E(X)はU入EAp;l（ふ）から取り外し可能となる．特に， E(X)

は股年＋5n-1における余次元 nの任意の座標アフィン平面から取り外し可能となる．

系 3.10 において，任意の O~k~n-p-1 と，任意の 1 ~ j ~ C(n,p,k,S)に対

して， rj= -1とする．このとき，次の系を得る．

系 3.15.n ~ 3, 1 ~ p ~ n -2, S ~ (n -p -l)(p + 2) + 1とする．各 1~ 

i ~ M'(n,p,S)に対して， Diをスーパーデンドライトとする．このとき，任意の

n次元コンパクト空間 X に対してある埋め込み E:X→ I1ど~(n,p,S) Diが存在し，

{P入｝入EAがI1己(n,p,S)Diのどの 2つも交わりを持たない (p+ 2)次元射影の集合

であり，各入 EAに対して A入が codomP,入における五今＋1-集合のとき， E(X)は

u入EAPい (A入）から取り外し可能となる．特に， I1ど~(n,p,S) Diの任意の (p+ 2)次

元射影 Pと，任意の zE codom Pに対して， E(X)はp-l(z)から取り外し可能と
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なる．

次は，定理 3.7の改良版である．定理 3.9をいくらか手直しすることで得られる．

定理 3.16(Matsuhashi-Oshima-Tomie, [13], submitted). n ~ 2, 0 ~ p ~ n -

｛ 
S-1 

2, S ~ (n -p -l)(p + 2) + 1, 1 ~ q ~ max{j E N  I j ~ ~}とし， X
n-p-1 

を遺伝的分解不可能な n 次元コンパクト空間とする．任意の O~k~n-p-1

と，任意の 1~ j ~ C(n,p,k,S)に対して，ー1~ rJ ~ B(n,p, k, S)とする．

M = TIにg-l(TI賃p,k,S)(TI!土'p,k,S)-rJDk,j,i X TIご1+1恥，i))とする．このと

き，ある埋め込み E:X→M が存在し， M の任意の q次元射影 Pに対して，

PIE(X): E(X)→codom P は (p+1)次元以下のコンパクト空間を経由して分解さ

れる．

E(X) codom P (dim= q) 

＼。／
PIE(X) 

dim~ p+ 1 

系2.7,2.11と，定理 3.16より，次の系を得る．

系 3.17.n ~ 2, 0 ~ p ~ n -2, S ~ (n -p -l)(p + 2) + 1とし，任意の

〇~ k ~ n-p-1 と，任意の l~j~C(n,p,k,S) に対して，ー1 ~ rj ~ B(n,p, k, S) 
とする．閏＝ rr[悶―l(IT霊p,k,S)(IT~~~,p,k,S)-r7 Dk,j,i X rr:1+1鰐，i))とする．

このとき，遺伝的分解不可能な任意の n次元コンパクト空間 X に対してある埋め込

みE:X→Mが存在し，｛P入｝入EAが閏のどの 2つも交わりを持たない (p+2)次元

射影の集合であり，各入€ Aに対して A入が codomP.入における丑ぢ＋1-集合のとき，

E(X)はU入EAp;l（ふ）から取り外し可能となる．特に， Mの任意の (p+2)次元射

影 Pと，任意の zE codom Pに対して， E(X)はp-l(z)から取り外し可能となる．

系 3.17 において，任意の O~k~n-p-1 と，任意の 1 ~ j ~ C(n,p,k,S)に対

して， rj= B(n,p, k, S)とする．このとき，次の系を得る．

系 3.18.n ~ 2, 0 ~ p ~ n-2, S ~ (n-p-l)(p+2)+1とする．このとき，遺伝的分
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解不可能な任意の n次元コンパクト空間 Xに対してある埋め込み E:X→股N(n,p,S)

が存在し，｛P入｝入EAが股N(n,p,S)のどの 2つも交わりを持たない (p+2)次元射影の

集合であり，各入 EAに対して A入が codomP.入における叶今＋1-集合のとき， E(X)

はU入EAp;l（ふ）から取り外し可能となる．特に， E(X)は艮N(n,p,S)における余次

元 (p+2)の任意の座標アフィン平面から取り外し可能となる．

系 3.19.n ~ 2とする．このとき，遺伝的分解不可能な任意の n次元コンパクト空間

X に対してある埋め込み E:X→股N(n,0,2n-l)が存在し，｛P入｝入EAが股N(n,0,2n-l)

のどの 2つも交わりを持たない 2次元射影の集合であり，各入 EAに対して A入が

codom P.入における四年集合のとき， E(X)はU入EAp;l（ふ）から取り外し可能と

なる．特に， E(X)は艮N(n,0,2n-l)における余次元 2の任意の座標アフィン平面から

取り外し可能となる．

注意 3.20. 任意の n~2 に対して，（2nn-l) (4n -1) = N(n, 0, 2n -1)となる．

系 3.18において， p=n-2かつ S=n+lとする．このとき，次の系を得る．

系 3.21.n ~ 2とする．このとき，遺伝的分解不可能な任意の n次元コンパクト空

間X に対してある埋め込み E:X→股か＋3n-lが存在し，｛P入｝入EAが股か＋3n-l

のどの 2つも交わりを持たない n次元射影の集合であり，各入 EAに対して A入が

codom凡における心な＿1-集合のとき， E(X)はU入EAp;l（ふ）から取り外し可能

となる．特に， E(X)は股か＋3n-lにおける余次元 nの任意の座標アフィン平園から

取り外し可能となる．

系 3.17 において，任意の O~k~n-p-l と，任意の 1 ~ j ~ C(n,p,k,S)に対

して，咋＝ー1とする．このとき，次の系を得る．

系 3.22.n ~ 2, 0 ~ p ~ n-2, S ~ (n-p-l)(p+2)+1とする各 1~ i ~ N'(n,p, S) 

に対して， Diをスーパーデンドライトとする．このとき，遺伝的分解不可能な任意

の n次元コンパクト空間 X に対してある埋め込み E:X→ I1ごin,p,S)Diが存在

し，｛P入｝入EAがI1ごin,p,S)Diのどの 2つも交わりを持たない (p+2)次元射影の集

合であり，各入 EAに対して A入が codom凡における五合＋1-集合のとき， E(X)

はU入EAPい（ふ）から取り外し可能となる．特に， I1ごin,p,S)Diの任意の (p+2)次
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元射影 Pと，任意の zE codom Pに対して， E(X)はp-l(z)から取り外し可能と

なる．

4 Chogoshvili-Pontrjaginの主張にしたがう 2次元空間

前の章で確認したように， 3次元以上のすべてのコンパクト空間は Chogoshvili-

Pontrjaginの主張にしたがわず，また， 2次元コンパクト空間でも遺伝的分解不可能

性という奇異な性質をもつものは Chogoshvili-Pontrjaginの主張にしたがわないので

あった．このとき，「では，きれいな 2次元空間の場合はどうなるのか．」と疑問に思

うかもしれない．そこで本章では， 2次元コンパクト空間が Chogoshvili-Pontrjagin 

の主張にしたがうような条件について考える．

定義 4.1（単連接空間）．連結空間 X が単連接であるとは，連結な閉集合 A,BcXが

X=AUBをみたすならば，かならず AnBも連結となるときにいう．

定義 4.2（ライト写像）．全射 f:X→ Yがライト写像であるとは，任意の yE yに

対して f―l(y)が完全不連結であるときにいう．

次の結果は，［4,Theorem 2.1]の罠を仄に置き換えて得られる改良版である．

定理 4.3(Matsuhashi-Oshima-Tomie, [13], submitted). n ~ 2とする．（X,d)を

単連接で周所連結な連続休とする． X は非退化連続体 Sで |CutSI ;£ N。をみたす

ものを含むとする． K をコンパクト空間とし， cp:X → K を'Pisが単射となる写

像とする．｛Di}i=lをデンドライトの族とし，ゆ： K • I1~=1 Diをライト写像とす

る．このとき， f=ゆocp=(fぃh,...,fn)に対して，ある 1;£i<j:£nが存在し，

(fi,fj) ：X→ Di X Djが安定値をもつ．

本章の最後に，［4,Theorem 2.1]を用いたシンプルな例を紹介する．

例 4.4.2次元閉球休 B2がChogoshvili-Pontrjaginの主張にしたがうことを示す．任

意の埋め込み E(Bり C股m を考える． E(Bりは単連接で局所連結な非退化連続体で

ある．また, |Cut E(B2)1 = 0である． cp= idE(Bかゆ＝ id町=IE(B2)とすると，［4,

Theorem 2.1]より， PIE(B2)が安定値をもつことがわかる．ただし， P:野m →配は
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射影とする．よって， B2はChogoshvili-Pontrj aginの主張にしたがう．
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